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内容 ネオニコチノイド系薬剤がマウスの脳に及ぼす影響

○※清水仁美、和賀央子

、※横森将輝、平澤孝枝、大沼一富、内野茂夫　（神経生物学研究室）年月日から3日に、パシフィコ横浜において 回日本分子生物学会が開催され、大学院生１年の清水仁美がポス
ター発表を行った。ネオニコチノイド系薬剤は日本を含め世界各国で汎用されている農薬である。近年、ネオニコチノイド系
薬剤をマウスに投与した実験から、薬剤がマウスの脳内に移行、蓄積されることや、妊娠期の親マウスの経口投与により仔マ
ウスの不安行動が引き起こされる可能性が報告され、ヒトへの影響も懸念されている。そこで、本研究では、I 雌マウスに
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